
50,294,422

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

68.8 平均値 47,082,778 48,918,364 49,696,718 50,234,87354.9 平均値 66.8 68.2 69.4 69.9平均値 50.9 51.9 52.9 54.3

79.7 77.4 79.6 67.5

R01 R02 R03

当該値 55.5 57.5 60.4 57.4 61.5 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

16,878,739 18,644,911 19,971,505 21,709,556 22,642,35671.2 当該値

23.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成23年10月の地方独立行政法人化以降、診療
体制の強化および事務部門の構造改革に取り組
み、医療の質の更なる向上と安定した経営基盤の
確立へと経営努力を続けている。
　令和3年度は、前年度に引き続き新型コロナウ
イルス感染症の対応に当たり、自治体病院として
の使命を果たしてきた。
　財務面では新型コロナウイルス感染症の影響が
継続するなかで、患者数や病床稼働率、入院・外
来患者数等、当初の数値目標を達成できない項目
があったものの、診療報酬上の特例措置や補助金
等により経常利益が確保され、更なる経営基盤の
強化につながった。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

57.4 平均値 23.9 23.6 24.2 24.116,421 平均値 56.1 56.0 56.2 60.859,838 平均値平均値 50,958 52,405 53,523 57,368

50.3 54.5 55.2 52.815,607 17,076 17,007 16,882 16,647 当該値

13,792 14,290 15,111 15,986

当該値 53,990 55,586 54,636 55,572 61,540 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　令和2年度に引き続き、新型コロナウイルス感
染症対応を行ったことにより、病床利用率は前年
度並みの水準で推移した。また、令和3年度にお
いてもCOVID-19重点医療機関として入院診療体制
を維持し、4月から重症患者専用病床を届出の
上、中等症以下の患者だけでなく重症患者にも対
応した。コロナ診療にあたり、診療報酬上の特例
措置等により医業収益の改善は図られたが、感染
症対応のため急性期病床を休床せざるを得ない状
況下で患者数の回復には至っていない。今後も引
き続き、地域の医療機関との連携を強化し、外来
患者数の増加を目指す必要がある。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 　平成23年10月の地方独立行政法人化以降、設備
投資を抑制していた時期もあり、医療機器などの
更新がやや遅れている側面がある。建物も最も古
い部分では平成元年の使用開始から約30年が経過
するなど、法定耐用年数に近づいており、資産の
老朽化が進んでいる状況である。
　このような中、今後も安心・安全な医療の提供
を維持していくため、将来構想の実現に向けて中
長期的な視点に立ち、必要性や採算性を検討の
上、計画的な設備投資を図る必要がある。

R03 H29 H30 R01

23.2 21.5 21.2 17.7 17.352.3 当該値

平均値 73.5 74.1 74.4 66.5 66.8平均値 80.7 75.9 75.1 83.2 84.6平均値 89.6 89.7 89.3 84.1 86.3平均値 97.0 97.8 97.0 102.4 107.2

当該値 72.3 67.3 78.0 72.4 73.2当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.093.1 94.7 86.2 91.1当該値 105.5 102.1 101.7 108.6 109.3

Ⅰ 地域において担っている役割
  地域の中核病院として、地域の医療機関及び市
と連携のもと、高度な総合的医療を推進するとと
もに、救急医療や小児医療、リハビリテーション
医療などの政策医療を安定的かつ継続的に提供
し、医療の質の向上に努めている。
　特に、将来人口推計に基づく地域医療構想を踏
まえ、急性期医療を中心としつつ、今後地域で病
床の不足が予想される回復期機能にも一定の軸足
を置き、地域包括ケア病棟並びに回復期リハビリ
テーション病棟を稼働させている。さらに病院併
設の訪問看護ステーションの運営も含め、「在宅
から入院そして在宅まで」をキーワードに、地域
密着型の医療を提供している。

H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 92.7

- 年度 平成23 年度 - 年度
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 24,608 非該当 非該当 ７：１ 327

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 25 対象 透 I 訓 救 臨 地 輪 - - 329 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 329 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
兵庫県地方独立行政法人明石市立市民病院　明石市立市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【59,287】


